














平成 26 年 度 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影響 調査 の 結果 に つい て 
【 要 旨 】 
平成 23 年 度 か ら 継続 し て いる 岩手 県 放射 線 内 部 被ばく 健康 影 
年 度 の 調査 結果 が まとまり まし た 。 
① 放射 性 ヨウ 素 : 全員 不 検出 (検出 限界 0.3~0.6Bq/& 程度 ) 



























































② 放射 性 セン ウム : ほとん どの 子ども が 減少 (ほとん どの 子ども が 1.0Bq/ 日 未満) 
前 回 調査 時 以降 の 預託 実効 線量 追加 分 は 全員 0.01mSy 未満 
③ 放射 性 カリ ウム : 多少 の 増減 が ある も の の これ まで の 調査 時 と ほぼ 同様 
な お 、 有 識者 会 議 委員 へ 報告 し 、「 放 射 性 セシウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え 
られ る 。」 な どの 評価 と な っ て いま す 。 




































































1 調査 方 法 (調査 期間 : 平成 26 年 9 月 25 日 平成 27 年 3 月 2 日 ) 
(1) 平成 23 年 度 の 調査 対象 者 (当時 15 歳 以 下 の 子ども 132 人 ) の うち 、 今回 調査 の 協 
力 者 (24 人 ) に 対し 、 こ れ ま で の 調査 と 同様 の 条件 で 継続 調査 を 実施 
ア 調査 対象 者 に よる 尿 採 取 ( 尿 量 2 、 問 診 票 (採尿 記録 ) の 記入 ・ 提 | 
イ ゲル マニ ウム 半導体 検出 器 に よる 測定 (1 検体 当たり 60 分 の 測定 ) 
(②⑫) 1 日 尿 中 放射 性 物質 量 と 、 こ れ に 基づく 預託 実効 線量 を 算出 ・ 評 価 
ア 1 日 尿 中 放射 性 物質 量 を 算出 (採尿 記録 を 基 に これ まで の 調査 と 同一 手法 で 計 
算 ) 
イ 預託 実効 線量 を 評価 (放射 線 医 学 総合 研究 所 の MONDAL3 を 利用 ) 
(3) 測定 デー タ を 分 析 す る と と も に 、 個 々 人 の これ まで の 調査 デー タ と 比較 検証 
































































































































































































































2 継続 調査 の 結果 (※ 詳 細 は 別 添 資料 の と お り ) 
(1) 放射 性 ヨウ 素 に つい て 
調査 対象 者 24 人 全員 不 検出 (検出 限界 三 0.3 て 0.6Bq/0 程 度 ) 
⑫) 放射 性 セシウム に つい て 

ほとん どの 子ども が 減少 (ほとん どの 子ども が 1.0Bq/ 日 未満) 
(3) 放射 性 カリ ウム に つい て 

多少 の 増減 が ある も の の これ まで の 調査 時 と ほぼ 同様 









































3 有識者 会 議 の 評価 結果 
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| 尿 中 の 放射 性 セン ウム の 量 は 減少 し て お り 、 預 託 実 効 線量 も 0.01mSv A 
| こと か ら 、 放射 性 セン ウム に よる 健康 影響 は 極め て 小さ いと 考え られ る 。 
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(②) 県 (行政 ) に 対す る 助言 
ア 今後 の 調査 方 法 に つい て 
昨年 度 ま で の 調査 結果 と 比べ て 、 全体 的 に 尿 中 放射 性 セシウム 排 洪 量 は 低下 し て 
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いる こと や 、 参 加 者 の 数 が 減っ て き て いる こと を 考え る と 、 今 後 の 調査 は 必要 な い 。 
協力 者 数 も 少な く な っ て お り 、 ま た 健康 影響 を 考え る レベ ル の 線量 で は な い の で 、 
継続 調査 は 終了 し て も 良い 。 
希望 者 に 対し て 検査 を 行う 体制 を 何ら か の 形 で 残し て お く こ と も 必要 で は な い 
か 。 
イ 甲状腺 超 音 波 検査 に つい て 
不要 で ある 。 甲状腺 超 音 濾 検査 に よる 自然 発生 病変 の 検出 が 問題 と な っ て いる 。 
韓国 の 甲状腺 が ん 過剰 診断 の 問題 な ど 情 報 提供 の 継続 が 必要 。 
放射 性 セン ウム の 測定 結果 か ら 、 放 射 性 ヨウ 素 の 摂取 量 も 甲状腺 障害 を 引き 起 
こす レベ ル で は な か っ た と 考え られ る た め 、 甲 状 腺 超 音 波 検査 の 必要 性 は な い 。 
た だ し 、 和 福島 県 県 民 健康 調査 で 甲状腺 癌 の 症例 が 複数 認め られ 、 不 安 を 感じ て 
いる 市 民 も いる こと と 思わ れる の で 、 同 調査 結果 の 内 容 と その 解釈 等 に つい て 説明 
で きる よう 、 情 報 収 集 が 必要 。 
不安 が 強く 、 検 査 を 希望 され る 方 に は 、 受 診 で きる 様 な 配慮 が 必要 。 
ウ その 他 
現在 実施 し て いる 食物 中 放射 線量 の 監視 体制 を 維持 し て いく こと が 必要 。 
放射 線 健康 影響 に 関す る 国内 外 の 動き に 行政 と し て 関心 を 持ち 続け る こと が 必 
要 。 ま た 、 県 民 に 適切 な 情報 提供 を 行え る よう な 努力 が 望ま れる 。 
情報 の 提供 と 相談 受入 れ 、 必 要 な 場合 は コミ ュ ニ ティ の 参画 し た 放射 線 勉強 会 
な ど 、 地 域 と の 繋が り の 上 で の 継続 的 な り ス クコ ミュ ニケ ーション が 必要 。 
岩手 県 と し て 「 が ん 登録 」 に 真剣 に 取り 組ん で いく こと が 、 県 民 に 対し て 継続 
的 な 責任 を 果たし て いく こと と な る 。 































































































































































































































































































(3 県 民 に 対す る 助言 
ア 内 部 被ばく の 防止 に つい て 
市 販 食 品 に つい て は 放射 能 汚染 の 心配 は ほとん ど な い が 、 野生 の きのこ や 山菜 で 
は や や 汚染 の 高い も の も ある こと か ら 、 山 菜 採 りな ど を する 場合 は 県 の ホー ムペ 
ジ を 参考 に し て くだ さい 。 
空間 線量 の 高い 地域 の 野生 の きのこ 、 山 菜 、 自 家 製 野菜 を 食べ る 場合 は 、 念 の た 
め 汚 染 レ ベル を 把握 し て 、 内 部 被ばく を 低減 ・ 防 止 す る よう に し て くだ さい 。 
イ 外部 被ばく の 防止 に つい て 
線量 の 高い 場所 (いわ ゆる マイ クロ ホッ トス ポッ ト ) に 長く 留まら な いよ うに し 
て くだ さい 。 
ウ その 他 の 助言 
日 常 生活 習慣 に お いて 喫煙 、 過度 の 飲酒 、 食 事 、 肥 満 、 運 動 不 足 等 に 留意 し 、 一 
般 的 に 言わ れ て いる 健康 的 な 生活 を 送る よう に 努め る こと が 大 切 で ある と 考え ま 
す 。 
放射 能 の リス ク に と ら わ れる こと な く 、 食 を 含め て 健康 で 規則 正しい 生活 に 努め 
る こと が 一 番 だ と 思い ます 。 
【 担 当 】 
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療 政 策 室 感染 症 担当 高橋 ・ 赤 岩 019-629-5472 
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調査 協力 者 の 属性 | 


区 分 — 奥州 市 = ーー ーー 
1 回 目 ( 平 成 23 年 度 ) 36 
2 回 目 (平成 24 年 度 ) 23 











ET TE | 5 DT 
4 回 目 (平成 26 年 度 ) | 10 | 7 | 0 | 1 | 6 | 24 


※ 宮古 市 に つい て は 、2 回 目 及び 今回 (4 回 目 ) の 調査 に は 参加 が な か っ た 。 
1 回 目 ( 平 成 23 年 度 ) 4 回 目 (平成 26 年 度 ) 
17 歳 ,1 へ 、 7 歳 , 2 








16 歳 , 5 


12 歳 , 3 











| 尿 1 リ ッ ト ル 当たり の 放射 性 セシウム 量 ( 134Cs 十 137Cs) 









































1 回 目 (H23 年 度 ) | 2 回 目 (H24 年 度 ) | 3 回 目 (H25 年 度 ) | 4 回 目 (H26 年 度 ) 
7Bq/ 以 上 | 0 人 0 人 0 人 0 人 
6~7Bq/ 未 満 ] 1 人 0 人 0 人 0 人 
5~6Bq/( 未 満 ] 1 人 0 人 0 人 0 人 
4 て 5Bq/ 未 満 | 0 人 0 人 0 人 0 人 
3~4Bq/【 未 満 5 人 0 人 0 人 0 人 
2~3Bq【 未 満 Ee 7 人 [1 人 0 人 [1 人 
1~2Bq 未 満 Ee 9 人 [1 人 | 1 人 0 人 
1Bq パ 未満 | 0 人 還 証 還 10 人 男 5 人 11 人 
不 検出 (N.D) 1 1 人 画 還 較 12 人 男 是 還 較 16 人 還 還 還 還 是 議 22 人 
0 人 20 人 | 0 人 20 人 0 人 20 人 0 人 20 人 40 人 














※ 参加 者 中 2 名 は 3 回 目 未 実施 の た め 、3 回 目 の み 合計 人 数 が 異な る こと 。 








※ 検出 限界 は 、 そ れ ぞ れ の 核種 で 概ね 0.3<0.4Bq/* 程 度 











1 日 当たり の 尿 中 放射 性 セシウム 量 (134Cs 十 137CS) 












































1 回 目 (H23 年 度 ) 2 回 目 (H24 年 度 ) | 3 回 目 (H25 年 度 ) | 4 回 目 (H26 年 度 ) 
7Bq 日 以上 | 0 人 0 人 0 人 0 人 
6 て 7Bq/ 日 未満 | 0 人 0 人 0 人 0 人 
56Bq/ 日 未満 | 0 人 0 人 0 人 0 人 
4 て 5Bog/ 日 未満 | 1 人 0 人 0 人 0 人 
8 て 4Baq/ 日 未満 回 4 人 0 人 0 人 0 人 
2 3Bo/ 日 未満 EE 6 人 0 人 0 人 0 人 
1~2Bq/ 日 未満 Em 11 人 1 人 0 人 1 人 
1Bq/ 日 未満 | 1 人 本 11 人 還 還 6 人 1 人 
不 検出 (ND) | 1 人 画 琶 画 12 人 GLC 人 | 2 
0 人 20 人 0 人 20 人 0 人 20 人 0 人 20 人 40 











※ 参加 者 中 2 名 は 3 回 目 未 実施 の た め 、3 回 目 の み 合計 人 数 が 異な る こと 。 
※ 検出 限界 は 、 そ れ ぞ れ の 核種 で 概ね 0.8 こ 0.4Bq/* 程 度 




















| 尿 1 リ ッ ト ル 当 た り の 放射 性 カリ ウム 量 (<CK ) | 
1 回 目 (H23 年 度 ) 2 回 目 (H24 年 度 ) | 3 回 目 (H25 年 度 )| 4 回 目 (H26 年 度 ) 








100Bq/ 以 上 |0 人 0 人 0 人 0 人 
ON 上 ピ 2 人 1 人 園 2 人 1 人 
60~80Bq/( 未 満 EE 5 人 5 人 5 人 画 4 人 
40 へ ~60Baq( 未 満 = 12 人 | 画 画 画 1 人 画 画 3s 人 還 証 較 5 人 
20~40Bq/【 未 満 環 4 人 回 7 人 画 畔 7 人 還 証 呈 5 人 
連 0 人 0 人 i 人 






































0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 人 


※ 1 回 目 は 、 放 射 性 カリ ウム の 測定 を 希望 し な か っ た 者 が 1 名 いる こと 。 

※ 参加 者 中 2 名 は 、3 回 目 未 実施 で ある こと 。 

※ 放射 性 カリ ウム は 、 原 発 事故 と は 無関係 に 自然 放射 性 物質 ( 全 カ リウ ム 中 0.012% 存 在 ) と し て 摂取 し 
て いる も の で 、 平 均 的 な 食 生活 に お ける 1 日 の 摂取 量 ( 成 人 ) に つい て 79 て 92 ベ クレ ル と いう 3 報告 
や 、 尿 1 リッ トル 当たり の 排出 量 に つい て 日 本 人 ( 全 年 齢 平均 ) で 約 40 ベ クレ ル と の 報告 が ある こと 。 



































1 日 当たり の 尿 中 放射 性 カリ ウム 量 (?OK) | 


1 回 目 (H23 年 度 ) 2 回 目 (H24 年 度 ) | 3 回 目 (H25 年 度 ) | 4 回 目 (H26 年 度 ) 











100Bq/ 日 以上 |0 人 0 人 0 人 0 人 
80 て 100Bo 日 未 | 
a 0 人 0 人 | 1 人 0 人 
60~80Bq/ 日 未満 | 7 人 園 3 人 彫 5 人 周 3 人 


40~60Bq/ 日 未満 C3 人 1 SsA 斬 国 還 3 人 
20~40Bq/ 日 未満 放 計 1 7 人 躍 3 和 》 和 人 | EN 12 人 


20Bo/ 日 未満 | 1 人 | 1 人 園 2 人 1 人 















































0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 0 人 10 人 20 人 


※ 1 回 目 は 、 放 射 性 カリ ウム の 測定 を 希望 し た か っ た 者 が 1 名 いる こと 。 
※ 参加 者 中 2 名 は 、3 回 目 未 実施 で ある こと 。 














放射 性 セシウム に よる 預託 実効 線量 の 状況 (mSv) 
























































1 回 目 (2 2 回 目 (平成 24 年 ) | 3 回 目 (平成 25 年 ) | 4 回 目 (平成 26 年 ) 
0 0 人 0 人 0 人 0 人 
ooamsv 12 太 0 人 0 人 0 人 
ae 目 の 0A oA 
0.01mSv 未 満 較 て A | “ 
0 人 50 人 | 0 人 50 人 0 人 50 人 | 0 人 50 人 





※ 参加 者 中 2 名 は 3 回 目 未 実施 の た め 、3 回 目 の み 合計 人 数 が 異な る こと 。 

【 預 託 実効 線量 の 算出 方 法 】 
1 回 目 は 、 原 発 事故 発生 時 か ら 1 回 目 調 査 時 (平成 23 年 12 月 頃 ) ま で の 慢性 経口 摂取 と し た 。 
2 回 目 以降 は 、 前 回 調査 終了 日 を 起点 と し 、 各回 調査 時 ( 各 年 11 月 頃 ) ま で と し て 人 算出 。 







































































個人 別 の 放射 性 物質 量 の 増減 (1 日 尿 当たり ) | 
(n 三 24) (n 三 21) 
1 日 放射 性 セン ウム 量 1 日 放射 性 カリ ウム 量 
5.00 Bq 日 120.00 Baq/ 日 
※ 不 検出 (N.D) を 0 値 と 
し て 表示 し て いま す 。 

4.00 Bo 日 100.00 Bq/ 日 

80.00 Baq/ 日 
3.00 Bq/ 日 

60.00 Bq/ 日 
2.00 Bq/ 日 

40.00 Ba 日 
00 上 20.00 Bq/ 日 
不 検出 (N.D.) - 0.00 Boq/ 日 | 

1 回 目 2 回 目 3 回 目 4 回 目 




















